
 

令和３年度 自己評価・学校関係者評価  【生徒支援部】 

                                       岐阜県立恵那南高等学校 学校番号 ５０ 

Ⅰ 自己評価 

１ 学 校 教 育 目 標 
社会的･職業的自立に向けた基礎となる資質や能力を培い、知･徳･体

の調和のとれた心豊かな地域社会人の育成を図る。 

 

２ 評価する領域・分野 ◇生徒指導・教育相談・特別活動 

３ 現状、生徒及び保護者等を 
  対象とするアンケートの結
  果分析等 

・｢基本的な生活習慣や生活態度の確立をめざす指導」が難しくなって
きている。 

・服装や頭髪等、身だしなみ指導に関する認知度や、いじめや差別、情
報モラルに関する指導に対しての認知度は高い。 

４ 今年度の具体的かつ明確な
  重点目標 

・基本的な生活習慣や生活態度の育成をはかる。 

・コミュニケーション能力の育成を図る。 

・教育相談を充実させ自己肯定感を持たせる支援を積極的に行う。 

・ＨＲ活動の充実をはかる。 

・生徒会活動の充実、委員会活動の活性化を図る。 

・地域における役割を重視し、勤労や奉仕の活動を通して、「恕の心」
を育てる。 

５ 重点目標を達成するための
  校内における組織体制 

・生徒支援部会、教育相談部会等の会議を開催し、職員間の情報共有と
連携をはかる。 

・挨拶、交通安全、校内巡視等への取り組みを全職員で協力して行う。 

６ 目標の達成に必要な具体的な取組 ７ 達成度の判断・判定基準あるいは指標 

(1) 職員による毎朝の健康チェック 
(2) 生徒会活動推進、広報活動の展開 
(3) 小中高特支連携事業の推進 

 

(1）定期的な身だしなみ指導の状況 
(2) 公共交通機関でのマナーや登下校時のマナー 
(3) 生徒の感想や意見 

８ 取組状況・実践内容等 ９ 評価視点  10  評 価 

・生徒支援部や生徒会を中心に朝の挨拶運動の実
施、身だしなみや遅刻指導、全職員による昼休
み校内巡回指導 

・交通指導 

・生徒理解の推進（生徒へのｱﾝｹｰﾄ実施） 

① 基本的生活習慣は定着したか 
    
② 公共マナーは身に付いたか。 
 
③ 「恕の心」は育成されたか。 
 
④ 生徒理解はできたか。 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

11 
成
果
・ 

課
題 

○生徒が多様化する中で、生徒理解に努め「生徒を支援する」体制づくり。 

○定期的な身だしなみ指導や毎朝の健康チェック等を通して、落ち着いた学校生
活となっている。 

▲生徒も保護者も多様化する中で、職員数が減少し、雑務等に追われ、生徒を育
てるという本来の仕事が年々難しくなってきている。 

しかし、全職員で生徒や保護者に対して組織的対応ができるよう、情報共有や
共通理解をいっそう高めていきたい。 

 

 総 合 評 価 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 

12 来年度に向けての改善方策案 
 

・今まで以上に共感的な生徒や保護者の理解に努め、各種の会議、研修、広報活動を通して生徒支援に関
する職員の共通理解を高め、実践する。 

・生徒会活動、委員会活動、部活動、各種行事など、生徒一人ひとりが主体的に活動できる場面を多く設 

定し、自己肯定感や自己有用感をもたせる指導を行う。 

・活気あふれる学校を、生徒・教職員等で作っていく。 
 

 



 

Ⅱ 学校関係者評価       実施年月日：令和４年２月１４日 

【意見・要望・評価等】 

 

・個性を尊重する社会の風潮があるため「基本的な生活習慣や生活態度の確立を目指す指導」が難しく 

なっているかもしれないが、将来生きていくためにも必要なことなので、この指導を引き続き大切に 

したい。 

・「恕（じょ：おもいやり）」に対する理解があってこそ、公共マナー、挨拶、身だしなみの実践につ 

ながる。様々な苦難を経験された方の講演会などを実施してはどうか。 

・就職試験における評価項目の第１位はコミュニケーション能力と言われている。教育活動の中でも、 

この力の育成を大切にしてほしい。 

・生徒の発想や企画による取組を増やし、成功体験をさせる中で自己肯定感を育てたい。 

・職員が生徒理解に努めており、生徒に自己肯定感や自己有用感を持たせるような支援を続けているこ 

とが分かる。 

 

 
 
 


